
京
都
芸
術
大
学 

紀
要 

論
文
の
定
義
・
査
読
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て 

 

二
○
二
○
年
度
よ
り
、
紀
要
に
掲
載
す
る
論
文
の
種
別
・
定
義
を
以
下
の
よ
う
に
明
確
化
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
論
文
系
・
作
品
系
を
問
わ
ず
、
査
読
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
も
左
記
の
通
り
整
備
し
ま
し
た
。 

  <<

論論
文文
系系>>    

  <<

作作
品品
系系>>    

【
査
読
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制
】 

紀
要
委
員
が
確
認
を
行
う
。
詳
細
な
査
読
は
行
わ
な
い
が
、
瑕
疵
が
著
し
い
場
合
な
ど
に
は
、
不
採
用
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

調
査
報
告
書 

そ
の
他 

研
究
ノ
ー
ト 

研
究
論
文 

（
査
読
付
論
文
） 

種
別 

実
験
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
、
文
献
調
査
等

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
学
術
的
な
検
討
が

期
待
さ
れ
る
デ
ー
タ
群
、
資
料
等
を
中
心

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の 

学
術
上
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
一
定
の

考
察
を
含
み
、
今
後
研
究
論
文
と
し
て
の

結
実
が
期
待
で
き
る
も
の 

学
術
上
の
新
知
見
を
含
み
、
専
門
的
な
討

論
に
耐
え
る
高
度
な
内
容
を
有
す
る
も

の 定
義 

紀
要
委
員
が
確
認
を
行
う
。 

詳
細
な
査
読
は
行
わ
な
い
が
、
瑕
疵
が
著
し
い
場
合
な
ど
に
は
、
不
採
用
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。 

学
内
の
専
門
分
野
教
員
が
全
体
的
な
完
成
度
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
。 

詳
細
な
査
読
は
行
わ
な
い
が
、
瑕
疵
が
著
し
い
場
合
な
ど
に
は
、
不
採
用
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。 

専
門
分
野
の
研
究
者
二
名
（
学
外
の
専
門
家
に
委
嘱
す
る
場
合
が
あ
る
）
に
よ
る
査
読
を
行
う
。 

査
読
の
結
果
、
修
正
要
求
事
項
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
再
査
読
と
な
る
場
合
が
あ
る
。 

重
大
な
瑕
疵
が
見
出
さ
れ
た
場
合
、
再
査
読
に
よ
っ
て
も
十
分
な
水
準
に
達
さ
な
い
場
合
は
、
不
採
用
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。 

査
読
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
体
制 
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